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アルプスグループの概要（全９４社）

１９４８年

 

創立

 

電子部品事業

 

東証１部上場

１９６７年

 

創立

 

音響製品事業

 

東証１部上場

１９６４年

 

創立

 

物流事業

 

東証２部上場
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Mobile

Automotive

Energy

Healthcare

Industry



 

ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ
ｱﾝｸﾞﾙｾﾝｻ



 

ﾘﾆｱｾﾝｻ



 

ﾛｰﾀﾘｾﾝｻ

ﾊﾌﾟﾃｨｯｸｺﾏﾝﾀﾞ®
 ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

ﾓｼﾞｭｰﾙ

ｴｱｺﾝ操作

 
ﾕﾆｯﾄ

ﾍﾟﾀﾞﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻ



 

ﾄﾞｱ開閉検知用ｽｲｯﾁ



 

ﾏｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟｽｲｯﾁ



 

車高ｾﾝｻ


 

ﾄﾞｱ用

 
操作ﾓｼﾞｭｰﾙ

ｸﾛｯｸｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ



 

ｽﾛｯﾄﾙ
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻ



 

EGRﾊﾞﾙﾌﾞ
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻ



 

ﾊﾟｯｼﾌﾞｴﾝﾄﾘｼｽﾃﾑ

 

TPMS用ﾕﾆｯﾄ

ｸﾞﾗｲﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ
TM

ﾉｰﾄPC用ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ各種ｽｲｯﾁ/ｴﾝｺｰﾀﾞ各種ｾﾝｻ ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗ



 

Bluetooth®ﾓｼﾞｭｰﾙ

フォトプリンタ 通信モジュール



 

ﾘｶﾛｲ™ 磁性ｼｰﾄ
ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ

多方向操作ﾃﾞﾊﾞｲｽ


 

ｺﾈｸﾀ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送用
高周波ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾀｸﾄｽｲｯﾁ®



 

ｵｰﾄﾌｫｰｶｽ用
ｱｸﾁｭｴｰﾀ

各種ｾﾝｻ

既存機器対応型

 
ｽﾏｰﾄﾀｯﾌﾟ

電流ｾﾝｻ

ﾊﾟﾜｰｲﾝﾀﾞｸﾀ

通信ﾓｼﾞｭｰﾙ

太陽電池
ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ
通信ﾕﾆｯﾄ

EV充電
通信ﾕﾆｯﾄ

各種ｽｲｯﾁ/ｴﾝｺｰﾀﾞ

各種ｾﾝｻ

ﾅｰｽｺｰﾙ
血圧計
・・・

ﾍﾙｽｹｱﾓﾆﾀ
万歩計
・・・

産業機械
・・・

工作機械
・・・

通信ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾀｸﾄｽｲｯﾁ®

各種ｽｲｯﾁ/ｴﾝｺｰﾀﾞ 各種ｾﾝｻ

Home

事業分野

TouchSense™

 

Technology Licensed by Immersion Corporation
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アルプス電気 事業と技術の展開

1945        50          55          60          65          70  75          80          85          90          95      2000       05          10          15

ﾛｰﾀﾘｰｽｲｯﾁ

ﾊﾞﾘｺﾝ

機構設計技術

ﾒｶVHFﾁｭｰﾅ

ﾎﾞﾘｭｰﾑ

ﾒｶUHFﾁｭｰﾅ

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

ｵｰﾃﾞｨｵﾍｯﾄﾞ

ﾀｸﾄｽｲｯﾁ®

ﾘﾓｺﾝFDD

高感度ﾍｯﾄﾞ

VTR用
ｼﾘﾝﾀﾞ

FDD用
ﾍｯﾄﾞ

録音/
再生ﾍｯﾄﾞ MRﾍｯﾄﾞ

小型面実技
ﾀｸﾄｽｲｯﾁ 防水検出ｽｲｯﾁ

複合操作ｽｲｯﾁ

自動車用ﾎﾞﾘｭｰﾑ ﾓｰﾀ駆動用ﾎﾞﾘｭｰﾑ

WLANｵｰﾙｲﾝ
ﾜﾝﾓｼﾞｭｰﾙ地ﾃﾞｼﾞﾁｭｰﾅBS地上波

一体ﾁｭｰﾅ
超小型
TVﾁｭｰﾅ

ﾊﾟｰﾌｪｸﾄﾃﾞﾃﾝﾄ
UHFﾁｭｰﾅ

ｸﾞﾗｲﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄTMｹﾞｰﾑｺﾝﾄﾛｰﾗﾏｳｽ

ﾘﾓｰﾄｷｰﾚｽ

EGRｾﾝｻ 電流ｾﾝｻ
3軸地磁気

ｾﾝｻ

MPXﾄﾞｱﾓｼﾞｭｰﾙ ﾊﾌﾟﾃｨｯｸｺﾏﾝﾀﾞ®

ﾀｯﾁﾊﾟｯﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ

電子ｼﾌﾀｰ

TPMS

ｽﾛｯﾄﾙ
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾘｭｰﾑ

ﾌﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

ﾘｶﾛｲTM磁性体 ﾊﾟﾜｰｲﾝﾀﾞｸﾀ

ﾃﾞｯｷﾒｶ ｶｾｯﾄﾒｶ 薄型ｶｾｯﾄﾒｶ

ﾊﾟﾜｰｳｨﾝﾄﾞｳｽｲｯﾁﾃﾞﾌｽｲｯﾁ
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C
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ｴﾝｼﾞﾝｽﾀｰﾄｽｲｯﾁ

電源ｽｲｯﾁﾌﾟｯｼｭｽｲｯﾁ

PCｶｰﾄﾞｺﾈｸﾀ MOST®コネクタ4in1ｺﾈｸﾀ

ｶﾒﾗﾓｼﾞｭｰﾙ ﾎﾞｲｽｺｲﾙﾓｰﾀｶﾒﾗｱｸﾁｭｴｰﾀ

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ

CDﾌﾟﾚｰﾔ
ﾘｱﾋﾞｼﾞｮﾝHDDﾅﾋﾞｶｰﾅﾋﾞ

CDﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ 光通信ﾚﾝｽﾞ

接点技術

抵抗体材料技術

磁性材料技術

高周波回路技術

薄膜技術

光学技術

高速自動組立技術

複合ﾕﾆｯﾄ化技術

精密金型技術 ｿﾌﾄｳｪｱ技術

IC設計技術

高密度実技技術

精密加工技術

EMC評価技術

MEMS技術

TouchSense™

 

Technology Licensed by Immersion Corporation

BLUETOOTH®
ﾓｼﾞュｰﾙ



現状と未来

-

 
民生から車載への技術・製品展開

 -

 
車を取り巻く市場環境変化への対応

 -

 
これからのHuman Machine Interface



6

Multifunctional

 

Operation Devices

民生から車載への技術・製品展開事例

Film GlidePointTM



 

Bluetooth®

 

Module

熱転写加飾印刷ZINKTM

 

Printer 

Laser Module

TouchSense™

 

Technology Licensed by Immersion Corporation

Vehicle Mouse

Haptic

 

CommanderTM

Touch Pad Module

複合機能スイッチ技術 レーザ応用技術

静電センシング技術

加飾技術

高周波技術

フォースフィードバック技術

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
グライドセンサーの写真の入れ替え
テンキープレートの写真を撮影して入れる

http://japan.internet.com/vi/img/article/allnet/20090216dlp.jpg
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HMI (Human Machine Interface) 車載製品

Steering Switch

Steering Wheel Module Clockspring

Steering 
Angle Sensor

Ignition Switch

Power MirrorPower Mirror

SwitchSwitch

Slide DoorSlide Door

SwitchSwitch

Power Seat Switch Power Seat Switch 
& Module& Module

Door ModuleDoor Module

Power Window Power Window 
SwitchSwitch

Hazard Hazard 
SwitchSwitch

Passive Entry Passive Entry 
SystemSystem

Tire Pressure Tire Pressure 
Monitoring Monitoring 

SystemSystem（（TPMSTPMS））

Remote Keyless Remote Keyless 
Entry SystemEntry System

Engine Start Engine Start 
SwitchSwitch

HapticHaptic

 

CommanderCommanderTMTM

ConsoleConsole

ModuleModule

Electric ShifterElectric Shifter
Instrument Panel Instrument Panel 
ModuleModule

Touch Pad Touch Pad 
ModuleModule

IP SWIP SW

TouchSense™

 

Technology Licensed 
by Immersion Corporation



88

車載製品のお客様
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クラウドサービス拡大クラウドサービス拡大クラウドサービス拡大

ドライブアシスト拡大ドライブアシスト拡大ドライブアシスト拡大

メディア情報量増大メディア情報量増大メディア情報量増大

スマートシティ構想具現化スマートシティ構想具現化スマートシティ構想具現化

クラウドアプリクラウドアプリ//サービスの拡充加速サービスの拡充加速

高齢化、複雑化による事故拡大高齢化、複雑化による事故拡大

デジタルコンテンツによる情報量増大デジタルコンテンツによる情報量増大

環境対応環境対応//インフラ協調による利便性向上インフラ協調による利便性向上

次世代協調型システム
次世代モビリティ

ネットワークシステム

クラウドアプリ／サービス

拡充拡充

利便性と安全性の
両立が必要

利便性と安全性の
両立が必要

Global population trend by age

20-
25-
30-

40-
45-
50-

35-

55-
60-
65-
70-
75-
80-

2005 2010 2020

Gen
X

Female Male

Gen
Y

車を取り巻く市場環境の変化

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://mcvickerandryanwedding.com/images/yelp_icon.jpg&imgrefurl=http://mcvickerandryanwedding.com/aboutsf.html&usg=__8jxVTIErBjFwBpMUPkkvr6Lv9cY=&h=105&w=105&sz=6&hl=ja&start=13&zoom=1&um=1&itbs=1&tbnid=RG6xFTk1VJWZ2M:&tbnh=84&tbnw=84&prev=/images%3Fq%3DYelp%2Bicon%26um%3D1%26hl%3Dja%26lr%3Dlang_ja%26tbs%3Disch:1,lr:lang_1ja
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://img.f.hatena.ne.jp/images/fotolife/g/gabuchan/20090717/20090717175448.jpg&imgrefurl=http://d.hatena.ne.jp/gabuchan/20090717/1247937426&usg=__8O8jwbwtwMEyhl6ivxG-YL8g0pY=&h=80&w=227&sz=7&hl=ja&start=3&zoom=1&um=1&itbs=1&tbnid=Tn8Olkfb8Tz3DM:&tbnh=38&tbnw=108&prev=/images%3Fq%3Daha%2BHarman%26um%3D1%26hl%3Dja%26lr%3Dlang_ja%26tbs%3Disch:1,lr:lang_1ja
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■

 
性能進化

 
＝

 
情報増加/操作複雑化 ●デジタルメディア進化

氾濫氾濫氾濫

拡散拡散拡散

複雑複雑複雑

GPS

分かり難い・使い難い分かり難い・使い難い
利便性の向上

操作仕様の多様化

利便性の向上
操作仕様の多様化

安全かつ利便性の高い車、ＨＭＩが求められる
（移動中に安全に運転しながら、外の世界とつながり、使う手段を作らなきゃ！）

安全かつ利便性の高い車、ＨＭＩが求められる
（移動中に安全に運転しながら、外の世界とつながり、使う手段を作らなきゃ！）

機能・性能進化機能・性能進化機能・性能進化 クラウド機能・性能進化クラウド機能・性能進化クラウド機能・性能進化

車を取り巻く市場環境の変化

http://www.crunchbase.com/company/pandora
http://www.pandora.com/
http://www.pandora.com/mgp.shtml


11

操作表示w/描画

情報制御

Driveの
視線移動極小化表示

Drive状況に応じた
マネージメント

学習/経験による､Driverレベル把握

使いやすい操作子
心地良い感触、ダイレクト感コックピット

HMI

車

RISK

RISK

RISK

RISK

RISK

コンセプト
Driverの為の、Driveに適した、情報OutputとInputのコントロール

人

社会

環境の変化（課題）に対する取り組み
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建物

標識

踏切

音楽

警告灯

車室温

ブレーキ

ワイパー

ハザード

道路 信号

会話

地図

・・・

シフト

ウィンカー

・・・

歩行者

対向車

障害物

電話

燃料

ミラー

アクセル

ハンドル

ライト

プロコマ

ドアロック

スイッチ

シート

・・・

タッチパネル

音声

ミラー

・・・

車外車外車外

車内車内車内

以外以外以外

走曲止走曲止走曲止

ユニットユニットユニット表示・音表示・音表示・音

サーバー画像認識

音声認識

画像処理

自車位置

センターディスプレイ

メーター

スピーカー

HUD

ブザー

振動

情報情報

・・・

情
報情
報 DB

・・・

嗅覚嗅覚

触覚触覚

聴覚聴覚

聴覚聴覚 脳脳

手手

声声

足足

人が行っていた
「認知」の補助・代行

誘導により
人が行っていた

「操作」の負荷軽減

注意・勧告による
｢判断」の負荷軽減

機械での誘導・補助・代行による人の負荷軽減

Perception /Recognition 

SUPPORT

人が行っていた
「判断｣の負荷軽減

Decision-Making 

SUPPORT

Control  SUPPORT

課題解決の方向性



13

長期

 
2020-25長期長期

 
20202020--2525

実景重畳/AR

ディスプレイ
ＧＵＩ
進化

インプット
ソリューション

進化

コンシェルジェ
システムの進化

中期

 
～2016中期中期

 
～～20162016現在現在現在車載動向

対話型音声認識

進化型
音声認識音声認識

手元操作へ統合化

＋＋ －－
MuteMute

CancelCancel

手元操作

集中・複合操作

＋

簡易ジェスチャー入力

シンプル手元操作

進化型ジェスチャー入力

集中表示、統合

 
マネージメント

表示コンテンツ増大

表示クオリティー大幅向上

進化型ジェスチャー入力

検知・行動予測個人認証 お勧め・半自動操作・制御

簡易ジェスチャー入力

「人に優しい」を目指したシステム
（知らないうちに、自然に、違和感無く）

「人に優しい」を目指したシステム
（知らないうちに、自然に、違和感無く）

視線移動ゼロを目指した表示視線移動ゼロを目指した表示

姿勢移動ゼロを目指した操作
（自然に、シンプルに、判り易く）

姿勢移動ゼロを目指した操作
（自然に、シンプルに、判り易く）

課題解決のための３つのエリア

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://pds.exblog.jp/pds/1/200506/14/26/b0003526_19553582.jpg&imgrefurl=http://simataku1.exblog.jp/m2005-06-01/&h=196&w=480&sz=49&hl=ja&start=14&um=1&tbnid=tccPFGSoHKDD2M:&tbnh=53&tbnw=129&prev=/images%3Fq%3D%25E3%2582%25B9%25E3%2583%259E%25E3%2583%25BC%25E3%2583%2588%25E3%2582%25AD%25E3%2583%25BC%25E3%2583%25AC%25E3%2582%25B9%26svnum%3D10%26um%3D1%26hl%3Dja%26rlz%3D1T4SUNA_jaJP230JP230%26sa%3DN
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表示製品（OUTPUT)

操
作

ﾃ
ﾞﾊ

ﾞｲ
ｽ

【ヒューマンナチュラルインターフェース】

1 
0

5 
0

1 
0 
0

【可変焦点距離表示】【曲面表示】 【AR対応表示】

2014 2016 2018 2020 2022

2014

2016

2018

2020

2022

【行動予測入力】

【高密度・高速ジェスチャー入力】

マ
ル

チ
モ

ダ
リ
テ

ィ
ー

化

３D化・バーチャルリアリティー化

【ﾀｯﾁ入力】

【簡易ジェスチャー入力】

視線検知

表情検知

心拍・呼吸検知

マ
ル

チ
ｾ
ﾝ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ化

【ハプティック入力】

マルチコネクティビティー化

コネ
クテ

ィビ
ティー

の
進
化

表示の進化

バ
イタ

ル
セ
ンシ

ング
の
進
化入

力
の
進
化

これからのＨＭＩ
 

（Human
 

Machine Interface)

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://digimaga.net/uploads/2009/04/iphone-app-magazine-start.jpg&imgrefurl=http://digimaga.net/2009/04/iphone-app-magazine-start&usg=__lr3HiimNDqFJEYa8exuIwhJlJJo=&h=431&w=500&sz=58&hl=ja&start=17&zoom=1&tbnid=Zx-JUvfieIpgJM:&tbnh=112&tbnw=130&ei=7y7PTt3eOeGOmQWzlO3OCA&prev=/search%3Fq%3D%25E3%2582%25A2%25E3%2583%2597%25E3%2583%25AA%26hl%3Dja%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&itbs=1
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フィードバックインプット操作誘導

近接検知 入力検知 応答

静電センサ技術 ハプティック技術

確実操作受容快適操作誘導

光・磁気

 
検知技術

予測

動作検知

予測操作誘導

圧力検知技術

サウンドフィードバック技術ハプティック技術

メカニカルスイッチ技術

予測・誘導をキーワードに
静電・ハプティック技術の深堀と

カメラ・圧力センシング技術に着目

予測・誘導をキーワードに
静電・ハプティック技術の深堀と

カメラ・圧力センシング技術に着目

課題解決のための注力技術

「今」「すぐ来る未来」「近い未来」



学生のみなさんへ
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想い
 

（でも本質は・・）

想いを描くことから全ては始まる。

想いを描き達成するために何がやれるか？

どんな協力が必要か？

これさえ考え、実行できれば想いは必ず達成できる。

~  時には遠廻りする事もあろうが、

長い人生で見ると、それは一つの勉強でしかない ~



18

美しい電子部品を究めます。
 - 人とメディアの快適なコミュニケーションをめざして
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